
水辺で憩いのひととき（根木名川）

市
で
は
、
平
成
12
年
に
「
成
田
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
市

内
の
環
境
保
全
や
望
ま
し
い
環
境
の
創
造
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
た
び
計
画
の
一
部
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

計
画
の
内
容
を
も
う
一
度
紹
介
し
ま
す
。

成
田
市
環
境
基
本
計
画

豊
か
な
自
然
と

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
「
成
田
市
環
境
基
本
計
画
」
は
、
わ

た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
保
全
し
、

望
ま
し
い
環
境
を
創
り
出
す
た
め
に
市

民
・
事
業
者
・
市
が
取
り
組
む
べ
き
指

針
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
平
成
20
〜
29
年
の
10
年
間
に
期
間
を

区
切
り
、
市
が
目
指
す
環
境
の
あ
り
方

（
将
来
の
環
境
像
）や
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市

民
・
事
業
者
・
市
の
そ
れ
ぞ
れ
に
環
境

配
慮
指
針（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）を
示
し
て

い
ま
す
。

計
画
を
一
部
見
直
し

　
計
画
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
環

境
動
向
を
考
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
平
成
26
年
3
月
に
計
画
の
進

捗
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
中
間
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
が
目
指
す
将
来
の
環
境
像

　
計
画
の
根
幹
を
な
す
の
は
本
市
が

目
指
す
将
来
の
環
境
像
で
、
そ
れ
は
、

「
自
然
と
文
化
を
育
み 

地
球
に
や
さ

し
い
環
境
都
市 

成
田
」
で
す
。

　
こ
れ
は
、
次
の
3
つ
の
考
え
方
を
示

し
て
い
ま
す
。

①
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
、「
も
っ
た

い
な
い
と
い
う
気
持
ち
」
や
「
思
い

や
り
の
心
」
を
持
っ
て
大
切
に
育
み
、

次
の
世
代
へ
と
伝
え
る

②
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
毎
日
快

適
に
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
生
活

環
境
を
整
え
る

③
国
際
空
港
を
擁
す
る
都
市
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
世
界
に
発
信
で

き
る
よ
う
な
環
境
都
市
成
田
を
目
指

す
4
つ
の
基
本
目
標

　
本
市
が
目
指
す
将
来
の
環
境
像
を
実

現
す
る
た
め
に
、
計
画
で
は
4
つ
の
基

本
目
標
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
目

標
を
立
て
て
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　
見
直
し
を
行
う
に
当
た
り
、
こ
れ
ま

で
の
施
策
の
実
施
状
況
の
点
検
・
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
経
済
状
況
、

市
民
の
意
向
、
成
田
市
総
合
基
本
計
画
、

国
・
県
の
関
連
計
画
の
変
更
点
な
ど
を

踏
ま
え
、
基
本
目
標
や
個
別
目
標
を
変

更
し
ま
し
た（
左
図
）。

　
ま
た
、
今
回
の
見
直
し
で
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
温
室
効
果
ガ
ス
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の
削
減
な
ど
、
新
た
な
目
標
も
設
定
さ

れ
ま
し
た
。

C
O
²
排
出
量
は
増
加
の
一
途

　
本
市
の
平
成
22
年
度
の
二
酸
化
炭
素

（
C
O
＊
１²）排

出
量
は
1
5
1
万
9
、
0 

0 

0
ト
ン
で
し
た
。

　
市
の
人
口
が
今
後
も
増
加
す
る
と
想

定
し
、
こ
の
ま
ま
追
加
的
な
削
減
対
策

を
実
施
し
な
い
場
合
に
推
計
さ
れ
る
平

成
29
年
度
の
C
O
²
排
出
量
は
1
6
3

万
6
、
0
0
0
ト
ン
と
な
り
、
平
成
22

年
度
と
比
較
し
て
8
%
の
増
加
と
な
り

ま
す
。

新
た
に
削
減
目
標
を
設
定

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
市
民
・

事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
っ
て
C
O
² 

を
削
減
す
る
た
め
の
目
標
や
取
り
組
み

方
針
を
新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

目
標
＝
平
成
29
年
度
ま
で
に
C
O
²
排

出
量
を
平
成
22
年
度
と
比
較
し
て

4
%
削
減
す
る

取
り
組
み
方
針

◦
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
へ
の
転
換

◦
3
R＊２運
動
の
推
進

◦
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

◦
環
境
に
配
慮
し
た
交
通
環
境
の
整
備

◦
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
推
進

＊
1　
国
・
県
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
9
割
以
上
が
C
O
²
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
計
画
で
対
象
と

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
C
O
²
と
し

ま
す

＊
2　
循
環
型
社
会
を
形
成
し
て
い
く

た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
「
リ
デ
ュ
ー

ス（Reduce

）廃
棄
物
の
発
生
抑
制
」
、

　
「
リ
ユ
ー
ス（Reuse

）再
使
用
」
、

「
リ
サ
イ
ク
ル（Recycle

）再
生
利

用
」
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3
）へ
。

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000 千トン

平成22年度

平成22年度比

4%削減

1,519

平成29年度
(将来推計)

1,636

平成29年度
(削減目標)

1,458

　成田市全体のCO₂ 排出量は、環境
省が公表している「地球温暖化対策地
方公共団体実行計画(区域施策編)策定
マニュアル(第1版)簡易版」に基づき算
定されたものです。なお、簡易な手法
により算定しているため、推計結果は
あくまでも参考値です。

・地域の農作物を優先的に購入し、地産地消に協力しましょう
・野生の動物をむやみに捕獲しないようにしましょう
・自然観察会や動植物生息調査などに積極的に参加しましょう
・空調の設定温度は、適正温度（夏28℃、冬20℃を目安）にしましょう
・冷蔵庫の中に物を詰め込み過ぎないようにしましょう
・ごみはきちんと分別し、減量と再資源化に努めましょう
・環境にやさしい運転（エコドライブ）をしましょう
・太陽光発電設備や太陽熱温水器などを設置し、再生可能エネルギーを

積極的に活用しましょう

CO₂ 排出量の推移と削減目標

市が目指す将来の環境像と基本目標の体系図

自
然
と
文
化
を
育
み 

地
球
に
や
さ
し
い
環
境
都
市 

成
田

個別目標

自然に配慮したまちをつくる

自然と生態系を守り、親しみやすい環境をつくる

低炭素な暮らしを身に付ける

低炭素なまちをつくる

安全で安心な生活環境を確保する

豊かな景観や文化を育む

環境にやさしい人を育成する

市民・事業者・市のパートナーシップを形成する

将来環境像 基本目標

豊かな緑や自然を未来に引き継ぐ
地域の環境

成田市環境保全率先実行計画(区域施策編)
低炭素社会づくりを推進する

地球の環境

安全・安心で快適な環境を守る
身近な環境

環境にやさしい人づくりを進める
育む環境

市
民
に
期
待
さ
れ
る
取
り
組
み
の
例

3 広報なりた 2014.8.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


